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歯科 口腔外科領域におけるTMS-19-Q・GC錠 の使用経験

松 本 行 洋 ・中 川 洋 一 ・平 本 隆 介

大 坪 和 則 ・浅 田 洗 一 ・石 僑 克 禮

鶴見大学歯学部第2口 腔外科

われわれは,TMS-19-Q・GC錠 を歯科口腔外科領域における歯性感染症(歯 周組織炎7例,顎 骨

炎3例,智 歯周囲炎1例)に 使用 し,次 の結果が得られた。

1)1日6錠(600mg)投 与群についてみると,-歯 科口腔外科領域の抗生物質効果判定基準検討

委員会報告による評点法では著効5例,有 効4例,無 効1例 で有効率90.0%て あ った。一方,主

治医による判定では,有 効8例,や や有効1例,無 効1例 で有効率80.0%で あった。1日9錠(900

mg)投 与 したのは1例 のみで,評 点比による判定では著効,主 治医判定では有効であった。

2) 副 作用については,11例 中1例 に胃部不快感を認めた。臨床検査値への影響については,本

剤投与によって大きな変化を示 した症例は認められなかった。

TMS-19-Q・GC錠 は東洋醸造株式会社に よって開発

された,新 しい16員 環 マクロライ ド系抗生物質TMS-

19-Qに 緩衝剤を加えて製剤化され てお り低酸下でもよ

く溶解する。 また,従 来のマクロライ ド系抗生剤に比

べ,血 中濃度が高く,グ ラム陽性菌,嫌 気性菌,マ イコ

プラズマなどに対して強い抗菌作用を有するとされてい

る4)。今回,わ れわれは,本 剤を歯科口腔外科領域にお

ける各種感染症に使用し,臨 床効果について検討を加え

たので報告する。

I. 投与対象 ・方法,効 果判定基準

1. 投 与対象:対 象は,昭 和57年5月 ～同年12月 ま

での間に本学付属病院の口腔外科外来を受診 した歯性感

染症の患者11名 である。年齢は19歳 から52歳 まで,

性別では男7例,女4例,疾 患別では歯周組織炎7例,

顎骨炎3例,智 歯周囲炎1例 であった。

2.投 与方法:投 与方法は,1日 量6錠(600mg)ま

たは9錠(900mg)を1日3回 に分けて食前30分 に投

与した。併用薬は頓用の鎮痛薬を除き,原 則 として禁 じ

た。

3. 効果判定基準:臨 床効果の判定には 「歯科 口腔外

科領域の抗生物質効果判定基準検討委員会報告」2)に準

じて計算された評点比と,主 治医の主観的総合的判断に

よって著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定 した。

評点比による判定は3日 目に行ない,同 比が0.3以 下を

著効,0.3～0.7を 有効,0.7以 上 を無効とした。また,

有用性についても非常に満足,満 足,ま ずまず満足,不

満,非 常に不満の5段 階で評価した。

II. 臨 床 成 績

調査表のデータを もとに全症例の一覧をTable 1に

掲 げた。今回の症例は投与前評点で10点 ～20点 のほぼ

中等度の感染症で,Phaseで は進行期か ら極期 の症例

が主で,投 与前に切開の処置を行なったもの8例(う ち

1例 は投与第1日 目),切 開のないもの3例 であった。

1日6錠 投与したのは歯周組織炎7例,顎 骨炎3例 で,

投与期間は3～12日 間であった。これらの投与症例の評

点比による判定は著効5例,有 効4例,無 効1例,主 治

医判定は有効8例,や や有効1例,無 効1例 であった。

1日9錠 投与 したのは智歯周囲炎1例 で,投 与期間は

3日 であった。この症例の評点比による判定は著効,主

治医判定は有効であった。全体として評点比では,著 効

6例,有 効4例,無 効1例 で有効率90.9%,主 治医判

定で有効9例,や や有効1例,無 効1例 で有効率81.8%

であ った(Table2,3)。

副作用については,1例 に軽度の胃部不快感を認め,

本剤と多分関連ありとされたが,そ の他の例では,重 篤

な副作用は認められなかった。臨床検査値への影響につ

いては,7例 に実施 し本剤投与によって大きな変化を示

した症例は認められなかった(Table4)。

細菌検査については,閉 塞病巣の切開,排 膿によって

採取された3例 の検体についてその細菌検査を行ない,

1例 で α-StrePtocoocu3が 検出された。 有効性ならび

に副作用などを総合した本剤の有用性についての判定で

は,満 足1例,ま ずまず満足9例,非 常に不満1例 であ

った。

III. 考 察

われわれは,マ クロライ ド系抗生物質製剤TMS-19-

Q・GC錠 を歯科口腔外科領域における歯性感染症に対 し

て臨床的に使用 し,そ の効果判定を 「歯科口腔外科領域

の抗生物質効果判定基準検討委員会報告」に基づく評点

比による判定 と,主 治医による判定を行なった。
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Table 2 Clinical effect of TMS-19-Q (Point evaluation)

Table 3 Clinical effect of TMS-19-Q (Doctor's judgement)

Table 4 Laboratory findings before and after treatment with TMS-19-Q

*B: Before treatment

A: After t rest mont
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本剤の効果判定において,主 治医による判定は評点比

によるものよりも1ラ ンク低く評価されているものが多

かった。すなわち,評 点比による判定が著効であったも

の6例 が,主 治医の判定では有効とされた。

評点法は臨床症状の推移をできるだけ客観的に表現し

ようとするものであるが,こ のように主治医の判定とく

い違いが生 じることがあ り,判 定基準の再検 討にお い

て3)投 与開始時点12点 未満例で初発から進行期の症例

の主治医判定と評点判定の相関の低いことが指摘されて

いる。

投与量については,600mg投 与群では有効率が評点

比による判定,主 治医による判定がいずれも80%以 上

であったことか ら,中 等度の歯科口腔外科領域歯性感染

症に対 しては600mgの 投与で充分臨床効果が認められ

ているものと思われる。900mg投 与 例は1例 で,こ の

症例は体重が85kgの ために増量したが特別の副作用

は認めなかった0

1例 において無効例がみられたが,こ の症例では投与

第2日 目に胃部不快感の副作用が出現 したために,3日

間 しか服用せず,ま た症状の増悪をみてお り無効と判定

したっなお副作用が発現したのは この1例 のみ であろ

が,投 薬中止により症状は消失 した。

マクロライ 下系の経 口抗生物質では,食 思不振,悪 心,

胃部不快感などの消化器障害が5～30%に み られ4,5,6),

投薬中止により症状が消観することから,軽 症の避けら

れない副作用と思われる。本剤の服用により好酸球増多

が時にみられるとされているが1),7例 の検査ではみら

れなかった。

以上の結果よりTMS-19-Q・GC錠 は,歯 科口腔外科

領域における歯性感染症に対 して1日600mg投 与 で充

分臨床効果が認められ,有 用な薬剤であると思われた。
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CLINICAL STUDIES ON TMS-19-Q•EGC TABLET IN THE

FIELD OF DENTAL AND ORAL SURGERY

YUKIHIRO MATSUMOTO, YOUICHI NAKAGAWA, RYUSUKE HIRAMOTO,

KAZUNORI OHTSUBO, KOUICHI ASADA and KATSUNORI ISHIBASHI

The Second Department of Oral Surgery, Tsurumi University

School of Dental Medicine

TMS-19-Q•GC tablet was administered to patients of acute infections of oral and maxillofacial
regions, consisting of 7 cases of ostitis alveolaris, 3 cases of ostitis of jaw and 1 case of pericoronitis.
Evaluation of the drug based on the point determined by the criteria recommended by the Japanese
Society of Oral and Maxillofacial Surgeons and attendant doctor's judgement.

1) Cases administered 6 tablets (600mg) a day, the efficacy rate according to the point was 90%;
excellent in 5, good in 4 and poor in 1, whereas according to doctor's judgement was 80%, good in
8, fair in 1 and poor in 1. One case administered 9 tablets (900mg) a day, whose evaluation accord-
ing to the point was excellent, while evaluation according to doctor's judgement was good.

2) Side effect was observed in one patient who had complained of slight gastric discomfort. No
significant changes in laboratory findings related to this drug were observed.


